
122 
 

                                       
厚生労働科学研究費補助金（認知症政策研究事業） 

分担研究報告書 
 

見守り支援に資するテクノロジーに関する研究 
 
研究分担者 桜井良太 東京都健康長寿医療センター研究所・研究員 

     
研究要旨 

本年度は、①独居認知症高齢者に対する見守り満足度に影響を与える見守り方法を明

らかにすることに加えて、②電気使用量を用いた見守りシステムの実用可能性を、認知

症を発症した方の電気使用パターンの変化から明らかにすることを目的とした。①の調

査の結果、「ベッドの出入りや転倒を検知するセンサー」、「介護者を連絡先とした緊急

通報システム」、「IoT 家電製品による見守り」、「電気使用量の変化による見守り」の利

用が、見守り満足度の高さと有意に関連していた。また、利用している見守り方法の数

と見守り満足度の関連を検討した結果、種類を問わず 3 つ以上の見守り方法を利用して

いることがより高い見守り満足度と関連していた。以上の結果は、日常生活に則した見

守り方法、あるいは複数方法の見守りが、独居認知症高齢者を支える介護者の心理的負

担を軽減するのに役立つ可能性を示唆している。②の調査では、電気使用量を用いた見

守りシステムを利用している研究参加独居高齢者のうち、1 名の参加者が 2023 年に認知

症を発症していることがわかった。2019 年からの電気使用パターンの変化を調べたとこ

ろ、朝の電気使用開始時間において大きな電気使用量の変化が認められ、2021 年では

2019 年に比べて約 1 時間電気使用開始が遅くなっていた。この結果は、電気使用量をモ

ニタリングすることで、認知症高齢者においてしばしば観察される概日リズムの乱れに

代表されるような、生活リズムの変化を早期に特定できる可能性を示唆している。 

A. 研究目的 
本研究では、独居認知症高齢者の見守り

支援に資するテクノロジーの使用状況から

問題点までを明らかにし、社会実装可能な

システムの提案を大きな目的とする。本年

度は、①独居認知症高齢者に対する見守り

満足度に影響を与える見守り方法を明らか

にするとともに、②電気使用量を用いた見

守りシステムの実用可能性を、認知症を発

症した方の電気使用パターンの変化から検

討することを目的とした。 
 
B. 研究方法  
【① 見守り方法と見守り満足度】 

 当該研究では、2022 年に行った調査結果

に対して新たな観点から追加解析を行った。 

本研究は、要介護 1 以上の 65 歳以上の被

介護者の家族介護者 2000 名を対象として
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行ったインターネット調査から得られたデ

ータを用いた。サンプル抽出は全国から行

い、20 歳以上の介護者を対象とした。 

（倫理面への配慮） 

調査においては、1) 本調査は学術的研

究を目的に行うこと、2) 調査への参加は

すべて自由意思に基づいていること、3)回

答内容は全て ID 管理され、個人情報は保

有しないこと、4)調査結果では個人が特定

されないこと、について調査時に説明を行

い、同意を得られた上で調査を行った。研

究計画は事前に東京都健康長寿医療センタ

ー研究倫理審査委員会にて審査され、承認

を受けている。 
【② 電気使用量を用いた見守り研究】 

 2020 年から行っている、電気使用量を用

いた見守りシステムを利用している独居高

齢者に対する調査で得られたデータを解析

した。解析対象者は、健康状態や電気使用量

を研究目的に使用することを同意した 67

名とした。同意が得られた方に関しては、定

期的に電話連絡によって健康状態の確認を

行った。もし研究参加者に認知症の症状が

認められた場合、キーパーソンとなる家族

から情報を得た。 

（倫理面への配慮） 

調査においては、A) 本調査は学術的研究

を目的に行うこと、B) 調査への参加はすべ

て自由意思に基づいていること、C)回答内

容は全て ID 管理され、個人情報は保有しな

いこと、D)調査結果では個人が特定されな

いこと、について調査時に説明を行い、同意

を得られた上で調査を行った。研究内容は

事前に東京都健康長寿医療センター研究倫

理審査委員会にて審査され、承認を受けて

いる。なお個人情報の取り扱いが必要とな

る調査においては、利用している見守りシ

ステムを運用している事業者（株式会社エ

ッセンシャルエナジー）が担当した。 
 
C. 研究結果 
【① 見守り方法と見守り満足度】 

調査回答者のうち、1,359 人（68.6％）

の介護者が認知症または認知症の可能性が

ある高齢者を介護しており、そのうち

17.6％の被介護者が独居であった（239

名）。独居認知症高齢者の介護者のうち、

回答に欠損のない 233 名が利用している見

守り方法を調べたところ、「家族または親

族による定期的な訪問」が最も採用されて

いる見守り方法であった。他方で、回答者

の 16.9％は何かしらの見守りを行っていな

いことが分かった。見守り方法と被介護者

への見守り満足度の関連を調べたところ、

「ベッドの出入りや転倒を検知するセンサ

ー」、「介護者を連絡先とした緊急通報シス

テム」、「IoT 家電製品による見守り」、「電

気使用量の変化による見守り」の利用が見

守り満足度の高さと有意に関連していた。

次に、利用している見守り方法の数と見守

り満足度の関連を検討した結果、3 つ以上

の見守り方法を利用していることがより高

い見守り満足度と関連していた。 

 
【② 電気使用量を用いた見守り研究】 
追跡調査の結果、1 名の研究参加者が

2023 年に認知症を発症していることがわか

った（当時 80 歳、女性）。この研究参加者

は 2018 年と 2019 年に健忘症の訴えから神

経内科を受診したが、神経心理学的検査と

脳画像検査では異常は見られなかった。

2021 年には健忘症が悪化し、服薬を忘れた
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り、重要な物品・書類を無造作に捨てたりす

るなど、日常生活に支障をきたすようにな

った。独居生活が困難となったことから

2022 年末に家族との同居を開始し、2023 年

2 月に海馬の顕著な萎縮を伴うアルツハイ

マー型認知症と診断された。 

図 1 は、この研究参加者の 2019 年から

2021 年にかけての 1 日の平均電力消費量の

変化を示している。時間経過に伴い、朝、夕

方、夜において大きな電気使用量の変化が

認められた。2021 年は 2019 年、2020 年よ

りも夕方早めの時間帯（15:00～17:00）に高

い電気消費量が確認されたのに対し、夜間

（18:00 以降）の差はかなり分散していた。

さらに、朝の電気使用開始時間の遅れが確

認され、2021 年では 2019 年に比べて約 1 時

間電気使用開始が遅くなっていた。 

 
D. 考察 
【① 見守り方法と見守り満足度】 

介護者が利用している見守り方法では、

多くの介護者は対面での見守りを行ってお

り、警備会社やカメラを用いた緊急通報シ

ステムを利用している介護者は 15%程度で

あった。以上から、機器を用いた見守りシ

ステムを導入している介護者は驚くほど少

ないことが明らかとなった。 

本研究から、4 つの見守り方法と介護者

の見守り満足度との間に有意な関連が認め

られた。これらの見守り方法の内容を踏ま

えると、「何を見守るか」といった見守り

の目的が明確であることが、介護者の満足

度向上に寄与している可能性が推察され

る。また、警備会社を介さずに、介護者に

直接つながる緊急通報システムと見守り満

足度の間に有意な関連が認められ、警備会

社の関与が介護者の満足度と無関係である

という意外な結果が示された。加えて、採

用している見守り方法の数と見守り満足度

の関連を調べたところ、3 つ以上の見守り

方法の利用と高い見守り満足度の有意な関

連が認められた。以上の結果は、日常生活

に則した見守り方法、あるいは複数方法の

見守りが、独居認知症高齢者を支える介護

者の心理的負担を軽減するのに役立つ可能

性を示唆している。 
 
【② 電気使用量を用いた見守り研究】 
概日リズムの乱れは、軽度認知障害や認

知症のリスクを高めることが知られてお
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図 1. 認知症を発症した独居高齢者の電気使用量パターンの変化 

2021 年では、それ以前に比べて朝の電気使用開始が遅くなっていることが分かる 
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り、認知症高齢者においても概日リズムか

ら生じる睡眠障害がしばしば観察されてい

る 1), 2)。11,247 人を対象とした研究では、

起床時刻の遅れが認知症リスクの上昇と関

連したことを報告している 3)。本研究の結

果はこの研究結果と一致するものであり、

電気使用開始時刻が経時的に遅れていった

背景には、認知症発症に関連するライフス

タイルの変化（概日リズムの乱れの可能

性）を反映している可能性がある。 

他方、夕方の電力消費量が多い理由や、

夜間の電力使用量のばらつきが生じた理由

については不明である。認知機能低下に伴

う行動変化が、これらの電気使用パターン

の変化に関連している可能性はあるが、因

果関係を立証するにはさらなる研究が必要

である。 

本研究の結果は、電気使用量をモニタリ

ングすることで、認知症高齢者においてし

ばしば観察される概日リズムの乱れに代表

されるような、生活リズムの変化を早期に

特定できる可能性を示唆している。しかし

ながら、本研究では認知症発症前の 3 年間

だけを観察しているのに加え、研究参加者

の病状、生活背景を詳細には把握できてい

ないため、結果の解釈には注意が必要であ

る。 

 
E．結論 
 今年度の調査から、認知症を抱える高齢

者の少なくとも 5 人に 1 人が独居であり、

認知症高齢者の安全で安心な独居生活を支

援する必要性の高さが示された。加えて、

複数の方法を用いた見守りが独居認知症高

齢者を支える介護者の心理的負担を軽減す

る可能性や、電気使用量のモニタリングを

通じた認知症早期発見の可能性が示され

た。 
 
F. 研究発表 
1.  論文発表 
 該当なし 
2.  学会発表 
 該当なし 
 
G．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む．） 
 1. 特許取得 
 該当なし 
 2. 実用新案登録 

該当なし 
3.その他 
該当なし 
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